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太田大臣、佐藤長官等が洋上救急制度創設３０周年記念式典に出席 

 

１０月５日（月）公益社団法人日本水難救済会洋上救急制度創設３０周年記

念式典が名誉総裁高円宮妃殿下のご臨席のもと行われ、太田国土交通大臣、佐藤

海上保安庁長官等が出席しました。 

洋上救急制度は、洋上の船舶内で傷病者が発生し、医師による緊急の加療が

必要な場合に、医師等を当庁の巡視船艇・航空機等により急送するとともに、傷

病者を巡視船艇・航空機等に引き取り、医師の加療を行いつつ、陸上の病院に搬

送する、世界で唯一の制度で、公益社団法人日本水難救済会が実施している事業

です。 

昭和６０年１０月１日の制度創設以来、３０年間で８２１件の洋上往診に出

動し、８５１名もの方々が救助されています。 

記念式典では、洋上救急制度創設の歴史を振り返り、これまで洋上救急に抜

群の功績があった協力医療機関３団体が、名誉総裁功労者として表彰されまし

た。 

 


